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報大ケ谷戸こだなか

「命を守る」をモットーに強い緋を

小田中町会館の正面玄関と左脇に、不法投棄防止のた捌こ取り付けられた門扉
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通常総会会

ことも会

「旅愁」を合唱し好評を博した演芸大会

^

◇

各部も総会を開催し新出発
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大ケ谷P小田中町会
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焼きいも作りを楽しむ子ども達(穿バークで)

婦人部

議案の審議に白熱した通常総会

町会の主な循^定
《平成24年》

7月会報「大ケ谷戸こだなか」発行

"グランドゴルフ大会

浴衣着付け教室(婦)h

盆踊り練習(婦)b

"(子)NHK早朝ラジオ体操

//小田中町会納涼盆踊り大会

1/す友愛チーム研修

9月川崎市防災訓練

リ関神社例大祭

n 瞰老の白」お祝い表敬訪問

10月赤い羽根・共同募金協力

n 中原区民祭

n グランアルト防災訓練

1/スボーツ大会

n (す)親睦旅行

n (す)多摩川河川敷清掃

11月防災訓練

n (子)友遊ラリー(大戸地区)

n (す)ふれあい祭り

"(す)歩く会

n (婦)ガーデニング教室

n 美化運動

12月(す)友愛訪問

n (子)餅つき大会

"仔野球部・クリスマス大会

"年末夜巡

《平成25年》
1月会報「大ケ谷戸こだなか」発

n (子)凧揚げ大会仲子連主催)

2月(子)作品展U1嶋子連主催)

"役員新年研修会

3月(子)子ども夢バーク(津田山)

"(子)野球部・お別れ会

ガ(す)友愛訪問

"(す)歩く会

/ノグランドゴルフ大会

※(婦)=婦人部(子)=子ども会

(す)=すみれ会

※毎月・第1木曜日町会役員会

※(す)毎月・第2木曜日偶恰・誕生会
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はじける笑顔の地域の太陽・婦人部役員
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(
6
月
釦
日
時
点
)
で
昨
年
と

ほ
ぼ
同
数
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
お
気
軽
に
入
会
し
て

く
た
さ
、

大
谷
戸
小
学
校
が
校

舎
改
築
の
た
め
校
庭
が

3
年
間
使
用
で
き
ま
せ

ん
自
由
に
遊
ぶ
場
が

少
な
く
な
っ
た
今
、
子

ど
も
会
に
入
っ
て
、
同
じ

町
会
の
子
ど
も
達
と
仲
良
く
遊
ぶ
楽

し
い
場
に
、
と
願
っ
て
い
ま
す

平
成
れ
年
度
大
ケ

谷
戸
小
田
中
町
会
通

常
総
会
が
、
 
5
月
卯
日
、

小
田
中
町
会
館
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た

◇
◇

「
開
会
の
辞
」
の
あ

と
、
志
村
町
会
長
が
あ
い
さ
つ

「
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
陰
に
陽
に
献
身
的
な
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
^
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん

な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
町
会
の

諸
行
事
を
運
営
し
て
い
き
た
い

併
せ
て
、
町
会
活
性
化
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
ぜ

ひ
お
願
い
し
ま
す
ま
た
、
命

を
守
る
・
地
域
を
守
る
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
地
域
の
紳
を
強
め
つ
つ
、

安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と

~
》
、
会

ご
~
今
、
ゞ
y

一
§
 
y

重
亥
戸

交
昆
町
会
の
諸
会
合
を
は
じ
め
、

健
康
体
操
・
ダ
ン
ス
・
コ
ー
ラ
ス

な
ど
、
町
会
以
外
の
人
も
含
め
、

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

【
問
】
子
ど
も
会
の
P
R
の
場
を

も
っ
と
多
く
し
て
ほ
し
い

益
昆
こ
ど
も
会
加
入
者
に
は
、

全
員
に
諸
行
事
の
通
知

を
徹
底
し
て
い
ま
す
ま

た
、
毎
年
回
回
覧
で

こ
ど
も
会
へ
の
加
入
も

募
っ
て
い
ま
す
大
だ
、

子
ど
も
会
に
加
入
す

る
と
役
員
を
引
き
受
け

な
け
れ
ぱ

と
の
誤

解
も
あ
っ
て
跡
踏
し
て
い

る
方
も
多
い
今
後
、
掲

不
板
の
活
用
等
も
含
め
、

P
R
の
場
を
考
慮
し
て
い

き
た
い
。

◇
◇

今
年
度
の
事
業
計
画

(
案
)
と
予
算
(
案
)

が
審
議
さ
れ
、
質
疑
応
答

の
あ
と
承
認
さ
れ
ま
し
た

な
お
、
事
業
計
画
の
中

で
、
現
在
、
大
谷
戸
小

学
校
校
舎
が
改
築
中
の
た

め
、
本
年
度
の
納
涼
盆
踊
り
大
会

ろ
5

は
小
田
中
町
会
単
独
で
聾
学
校

校
庭
に
て
実
施
予
定
の
旨
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た

《
質
疑
応
答
の
要
旨
》

【
問
】
納
涼
盆
踊
り
大
会
は
、
会

場
が
狭
く
て
も
従
来
通
り
5
町
会

合
同
で
実
施
す
る
こ
と
無
義
が

あ
る
の
で
は
?

会

議
長
選
出
等
を
経
て
、
議
案

(
鈴
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
止
口
・
会
計
監
査
報
告
)
が

審
議
さ
れ
、
全
員
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
《
質
疑
応
答
の
要
旨
》

【
問
】
各
部
に
助
成
金
が
支
給
さ

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
活
動
宍

容
に
つ
い
て
う
か
が
い
た
い

★
こ
の
問
い
に
つ
い
て
は
、
各
部

部
長
が
口
頭
で
報
告
(
※
別
掲
の

各
部
部
長
の
ア
ヒ
ー
ル
と
町
会

の
主
な
行
事
予
定
」
を
参
照
)

【
問
】
会
館
の
利
用
状
況
を
説
明

し
て
ほ
し
い

交
昆
大
谷
戸
小
学
校
校
舎
改
築

に
伴
い
3
年
間
校
庭
が
使
用
で
き

ま
せ
ん
改
築
後
は
必
ず
5
町
会

合
同
で
実
施
す
る
と
の
約
束
が
あ

ろ

る
の
で
、
今
年
は
聾
学
校
の
校
庭

で
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
(
※

そ
の
後
役
会
で
単
独
実
施
を

正
式
に
決
定
 
2
面
参
照
)

一
問
】
カ
ラ
オ
ケ
の
機
材
が
故
障

し
て
い
る
が
、
修
理
等
の
予
算
を

寸
L
し
て
ほ
し
い

竪
昆
役
員
会
で
諮
り
ま
す

(
※
そ
の
後
、
機
材
回
復
で
使
用

可
能
に
な
り
ま
し
た
)

豐

部
長
齊
藤
公
子

、
'

5
月
紛
日
に
、
数
年

ぶ
り
に
婦
人
部
総
会
を

開
催
し
、
平
成
N
年
度

活
動
方
針
の
了
承
を
得

る
こ
と
か
で
き
ま
し
た

'.
一

活
発
な
審
議
を
経
て
、
今
年
度

総
会
が
無
事
に
終
了
し
ま
し
た

4

食
す
み
れ
会

(会ら一

会
長
黒
沼
久
子

昨
年
度
は
、
Ⅱ
月
に
「
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
教
室
」
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
き
れ
い
な
花
に
囲
ま

れ
、
と
て
も
素
敵
な
笑
顔
の
中
で
、

が
、
お
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
よ

ゆ
か
た

う
に
「
浴
衣
着
付
け
教
室
」
を

数
回
開
催
の
予
定
で
す
ぜ
ひ

多
く
の
方
に
盆
踊
り
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

「
浴
衣
着
付
け
教
室
」
を
開
催
・
航
か
ら
も
親

し
ま
れ
る
婦
人
部

と
し
て
活
動
の
輪
を
広
げ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ま
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願

い
い
た
し
ま
す

'
.

一

は
区
老
連
の
諸
行
事
に
積
極
的
に
れ
8
種
目
の
競
技
に
挑
戦
、
驚
き
と

参
加
す
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
笑
い
で
歓
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た

心
身
の
健
康
第
を
モ
ッ
ト
ー
に
親
睦
す
み
れ
会
は
、
毎
月
第
2
木
曜
日

を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
 
5
月
叫
に
町
会
館
で
例
会
が
あ
り
ま
す
主

日
に
は
エ
ホ
ッ
ク
中
原
で
演
芸
大
会
に
誕
生
会
・
お
茶
会
・
体
操
を
楽
し

く
実
施
。
春
と
秋
に
は
歩

健
康
第
一
に
親
睦
深
め
る
く
合
 
1
、
皆
誉
親
、

み
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す

が
あ
り
、
女
性
H
名
で
「
旅
愁
」
を

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

こ
れ
か
ら
も
住
み
慣
れ
た
こ
の
地
域

合
唱
し
拍
乎
喝
采
を
博
し
ま
し
た

ま
た
、
 
6
月
口
日
は
、
今
井
小
学
校

「
こ
だ
な
か
」
で
知
恵
を
出
し
合
い
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
あ
り
、
年
齢
を
忘

楽
し
く
元
気
に
活
動
し
て
い
き
ま
す

平
成
琴
度
す
み
れ

会
総
会
を
6
月
H
日
志

村
町
会
長
の
出
席
の
も
と

開
催
し
ま
し
た
本
年
度

阜
一
'
ノ

親
交
を
深
め
た
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
今
年
度
も
町
会
行
事
と
し
て

「
盆
踊
り
」
が
実
施
さ
れ
ま
す

会
長
渡
辺
信
夫

゛
)
、

今
後
の
行
事
は
、
早
朝
ラ
ジ
オ
体

操
・
盆
踊
り
・
祭
礼
・
友
遊
ラ
リ

ー
・
餅
つ
き
大
会
な
ど
、
盛
り
だ
く

さ
ん
あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
達
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
役
員

同
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
、

活
動
を
通
し
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
◇
◇

子
ど
も
会
加
入
は
渡
辺
ま
て

6
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a
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七
五
五
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七

{

平
成
鉾
年
の
総
会
も
無

事
終
了
し
、
 
5
月
辞
日
の

運
動
会
を
皮
切
り
に
新
年

度
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
本
年

の
子
ど
も
会
加
入
者
は
2
0
9
名



平成24年7月1日

今年は大谷戸小学校の校舎改築のため、聾学校で実施晴

天に恵まれ、子ども達の元気な姿、はじける笑顔、そして子ど

もに負けずがんぱるおとな達、一緒にみんなで楽しみました

子とも会運動会

報大ケ谷戸こだなか

グランドゴルフ大会

春とはいえ、どんより肌寒い日でしたが、チビッ子から年配の

方まで幅広い年齢層の老若男女が集合ファミリースボーツと

して触れ合い、楽しみ、心地よい一日となりました

1

ロピーコンサート

中原区大型マンション住民組織支援事業として、12月17日(土)

「ロビー講座&ロビーコンサート」をグランアルトで実施。東京交

響楽団によるヴァイオリンとピアノの二重奏の音色がロビーに響き

わたり、会場全体で一緒に歌うなど、クリスマス音楽を堪能しました

'
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^「ヨイショ!ヨイショU-。年の瀬のイベント、
屋外で暖かい熱気を感じる恒例の餅つき

リ

'

進

更曾、"『
女

値

,

師走の寒い

トッビングは黄な粉・あんこ・納豆などつきたてのお餅
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、

餅つき大会

゛1ひ
、、

ノ

/

た
0

小田中町会単独で
盆踊り大会開催のお知らせ

侠施日】7月28日(土)・29日(日)
【開催時問】午後6時~9時まで

ろう

【会場】川崎市立聾学校

,゛
田

今も現役社長で町会の重鎮

.

.

ロ
ビ
ー
に
響
き
わ
た
る
二
重
奏
の
音
色

倉
'
.
、

マ
イ
タ
ウ
ン

杵
を
力
い
っ
ぱ
い
ふ
る
っ
て

会

は
じ
け
る
笑
顔
の
競
演

咋
、
、
}
 
C
 
#
」
、

"
・
守器

地

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に
照
準
、
さ
あ
1
打
つ
ぞ
"

わ
が
町
の
●

相
談
役

天
野
一
夫
え

★
当
町
会
単
独
ゆ
納
涼
盆
躍
り

大
会
に
備
え
、
浴
衣
着
付
け
教
室

の
開
催
盆
踊
り
の
練
習
等
、
準

備
も
着
々
と
。
お
気
軽
に
ご
家
族

揃
っ
て
の
ご
参
加
を
Ⅱ
一

★
今
号
の
「
わ
か
町
の
誉
れ

典
台
の
年
代

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
の
天
野
夫
氏

今
も
、
町
会
の
相
談
役
、
現
役

社
長
と
し
て
奔
走
そ
の
意
気
軒

1
西
中

Y

ん
、
r

研
修
旅
行
で南
房
総
へ

当
町
会
の
役
員
・
委
員
研
修

^
一
^
^
、
 
2
月
^
日
、
^
^
^

名
が
参
加
し
南
房
総
を
舞
台
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

勝
浦
市
内
は
、
「
、
ビ
ッ
グ
ひ
な

祭
り
の
巖
中
で
、
街
は
ひ
な
祭

と
み
さ
き

り
色
に
!
圧
巻
は
遠
岬
神
社

の
釦
段
の
石
段
一
面
に
飾
ら
れ
た

千
百
体
の
ひ
な
人
形
亘
真
)

小
湊
温
泉
で
昼
食
を
は
さ
み
町

会
活
性
化
の
た
め
の
意
見
交
換
も

更
に
周
辺
散
策
、
誕
生
寺
巡
り
、

館
山
の
い
ち
ご
狩
り
な
ど
を
楽
し

み
鋭
気
を
養
い
ま
し
た

8
S
玲
円
、
現
在
も
安
値
を
維
持

し
て
お
り
、
物
価
の
優
等
生
で
す

よ
ち
な
み
に
当
時
の
私
の
ー
カ

月
の
給
料
が
1
0
0
円
い
か
に

卵
が
高
級
品
で
貴
重
で
あ
っ
た
か

わ
か
る
で
し
ょ
う
」

昭
和
舗
年
、
卵
は
自
由
販
売
と

な
っ
た
が
、
卵
自
体
の
生
産
量
が

少
な
い
た
め
、
卵
の
仕
入
れ
に
大

変
一
占
労
し
た
こ
と
が
懐
か
し
い
、

と
も
昭
和
訟
年
に
上
小
田
中
に

卵
業
卸
商
を
開
業

当
時
の
上
小
田
中
は
の
ど
か

な
田
園
風
景
が
広
が
り
、
ふ
な
・

ド
ジ
ョ
ウ
・
カ
エ
ル
な
ど
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
特
に
ホ
タ
ル
が
飛
び

交
う
光
景
は
幻
想
的
で
し
た
ね

そ
の
後
、
日
本
経
済
の
発
展
と

共
に
家
業
も
順
調
に
拡
大
し
東
京

に
も
販
路
を
拡
張
(
財
)
日
本

卵
業
協
会
副
会
長
、
(
社
)
東
京

都
卵
業
協
会
会
長
な
ど
を
歴
任
し

業
界
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た

現
在
も
、
不
動
産
業
も
兼
ね
る

総
天
野
商
事
の
喨
役
経
営
マ
シ

で
あ
る
川
崎
市
青
少
年
指
導
員

歴
器
年
の
貢
献
に
対
し
顕
彰
さ
れ

た
こ
と
も
あ
る

町
会
で
は
、
子
ど
も
会
会
長
を

巧
年
、
町
会
副
会
長
を
部
年
、
更

に
、
前
町
会
長
亡
き
あ
と
町
会
長

代
行
を
務
め
た
こ
と
も

今
も
、
当
町
会
の
相
談
役
と
し

て
、
地
域
を
愛
す
る
心
は
だ
れ
よ

り
も
深
く
住
民
の
信
頼
も
厚
い

.

.

.

'
青
瞳
臭

温
厚
な
人
柄
、
活
力
あ
ふ
れ
る

顔
立
ち
と
て
も
部
歳

と
は
思
え
な
い
今
も

現
役
社
長
で
町
会
の
重

直
 
0
多
感
な
青
春
時
代
を

太
平
洋
戦
争
と
共
に
歩

む
。
戦
後
の
激
動
期
、

バ
ブ
ル
崩
壊
を
乗
り
越
え

た
自
身
の
人
生
を
振
り

返
る
口
調
は
滑
ら
か
で
声

に
張
り
が
あ
る

昭
和
2
年
、
愛
知
県

刈
谷
市
に
生
ま
れ
る

昭
和
鈴
年
、
東
京
・
大

森
の
卵
販
売
店
に
奉
公

終
戦
後
卵
は
配
給
制

で
、
医
者
の
証
明
書
を

携
え
た
病
人
と
妊
婦
だ

け
が
食
す
る
こ
と
が
で
き

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

「
当
時
は
、
卵
1
個
の
値
段
が

＼
一

、
編
集
後
記

昂
の
姿
に
感
服

★
こ
の
2
月
、
町
内
で
、
ひ
と

り
住
ま
い
」
の
^
代
男
性
が
、
風

呂
上
り
後
脳
内
出
血
で
3
日

間
倒
れ
た
ま
ま
に
幸
い
、
異
変

に
気
づ
い
た
隣
人
の
通
報
・
近
隣

の
連
携
プ
レ
ー
に
ょ
り
孤
立
死

を
免
れ
た
例
も
改
め
て
、
「
命

よ

を
守
る
」
「
地
域
を
守
る
た
め

の
近
隣
同
上
の
紳
の
大
切
さ
を
痛

感


